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ビタールナトリウム(Tokyo Kasei Kogyo Co., Tokyo, Japan)を筋肉内注射し
た後､そのラットを34.5℃の温熱板(MATS-SPA, Tokai HIT Co., Tokyo,
Japan)の上に寝かせ､吸入麻酔剤エンフルラン(Ethrane, Abbot
Laboratories, North Chicago, IL, USA)で麻酔状態を維持した｡キャリアガス
(空気)に対するエンフルランの割合は､小動物用吸入麻酔装置(21)を用
いて1%に維持した｡血流測定と生体観察は吸引ダクト付き恒温箱(25℃)の










はAukland et al. (23)らによって報告されている｡血流測定用アンプ


























(Eclipse E800; Nikon Co., Tokyo, Japan)を用いて観察した｡レンズは10倍




テレビモニター(PVM-14M4J; Sony Corporation, Tokyo, Japan)上に映し出
し､同時に､ S-VHSビデオレコーダー(sv0-2100, Sony Corporation)で､
ビデオテープに記録した｡
物質の腫疲組織内移行の解析　物質移行解析のためのトレーサーには､分
子量4,000のFITC-dextran (Wako Pure Chemical Industries, Ltd,, Osaka,
Japan)(20 mg/kg)を用いた｡顕微鏡は落射蛍光の設定にし､光源を100-W
5
の水銀ランプに切り替えた｡ FITC-dextranを尾静脈からbolus one shotで投
与し､透明窓内の腫虜血管から漏れ出る蛍光物質を､primary filter
(420-490　nm) ､ dichroic interference mirror (505-nm), barrier filter
(520-mm)を通した落射蛍光で捉えた｡蛍光の映像はsilicone-intensified
(SIT)ビデオカメラ(C2400-08, Hamamatsu Photonics, Hamamatsu, Japan)
で撮影し､ビデオテープに記録した｡蛍光の経時的変化を効率よく解析する
ために､記録時に､撮影時刻を画像上にsuperimposeした｡ビデオテープの
アナログ映像はビデオキャプチャ(PC-MDVD/U2; Btrffalo Inc., Nagoya,
Japan)でデジタル化し､これをDVDに記録した｡
DVD　に記録した映像を経時的にコンピュータにダウンロードし､関心領域














(TNFIR; Spectramed Medical Products, Singapore)を介した動ひずみ計
(6M82; NEC-Sanei Co., Tokyo, Japan)でその圧を測定した｡
TBF遮断剤　TBFを遮断する手段としてAC7700を用いた｡AC7700は味の
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mg/ml) ､その溶液を､インフュージョンポンプ(Compact syringe pump;




























































































虜は照射前と比べて有意に増大したが(day 0 vs day 1,P- 0.0054; day 0
vsday2,P-0.0330)､3日以後は縮小に転じた(dayOvsday3,P=0･0426;
dayOvsday4,P-0.0053)(図5b)｡問質液圧は､照射2日以後､照射前と





























単独投与群(第ⅠⅠ群)が2.07土0.46 cm3(n- 6)､ 10Gy照射+ 0.9%NaCl溶
液投与群(第ⅠⅠⅠ群)が2.lo主o.44 cm3(n - 6)､10Gy照射　+ 10 mg/kg
AC7700投与群(第IV群)が1.91土0.48 cm3(n - 6)であり､どの2群間にも有
意差はなかった(いずれの群間でもP> 0.05).
治療後､放射線とTBF遮断併用群は､TBF遮断単独群､照射単独群に
比べ､有意の腫虜増殖抑制効果を示した(第II群　vs第IV群, p < 0.0001;
第ⅠII群　vs　第IV群, p < 0.0001)｡また､腫癌が再増殖するまでのmedian
regrowth timeは､第ⅠⅠ群が4.5日､第ⅠⅠⅠ群が6日､第ⅠⅤ群が11.5日であり､併
用群は単独群に比べ､有意に再増殖の時期を遅らせた(第ⅠⅠ群　vs　第ⅠⅤ群,

















単独投与群(第ⅠⅠ群)が1.86士0.39 cm3(n- 6)､20Gy照射+ 0.9%NaCl溶
液投与群(第ⅠⅠⅠ群)が1.94士0.32 cm3(n - 6)､20Gy照射　+ 10 mg/kg







植し､ 0.9%NaCl溶液､あるいは10 mg/kg AC7700を静脈内投与した時の
Kaplan-Mayer plotを図8に示す｡ 10Gy照射群と非照射群との間には有意差
があったが(第I群　vs　第III群, p- 0.0061;第II群　vs　第IV群, p-
0.0498)､AC7700投与群と非投与群との間には有意差はなかった(第Ⅰ群　vs
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照射(n-5). *,P<0.05(vsdayO,以下同じ); **,P<0･005; *,P<


















a,照射6日後の生体観察所見; b, aと同一部位の組織像; C, bの口の領
域の強拡大; d,非照射のコントロール.a,bのbarは500pmであり､C,dの











d, AC7700 i.V. 27　時間後; e, FITC-dextran (mw 4,000) i.V.前; ∫,
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